
　

●板橋剣道教室

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

　NPO庄原の未来塾 あおぞら会

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ もくじ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：絵を書いた
り、歌うことが大好きな
すーちゃん。これからも
元気に逞しく育ってね。

竹た
け
は
ら原

す
み
れ
ち
ゃ
ん
（
東
本
町
）

Ｈ
26
年
１
月
17
日
生
ま
れ

ばあばより：アンパン

マン大好きな新太！元

気に大きくなあれ。

小お

だ田  

新あ
ら
た太

く
ん
（
東
城
町
）

Ｈ
26
年
１
月
21
日
生
ま
れ

　板橋剣道教室は、毎週水曜日は板橋町の奥田道場で、土曜日は庄原中
学校体育館で活動しています。
　まだ創設して日の浅い道場ですが、子どもたち一人一人が礼儀やあい
さつを大切にし、子どもたちが試合で１つでも多く勝てるよう、指導者・
保護者が一丸となっている道場です。
　「竹刀に触れてみたい」「武道に興味がある」という人は、ぜひ一度体
験してみてください。再び剣道をしてみたいという大人の方も大歓迎です。

指導者　谷口裕基
☎ 080-1911-0347

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

晋太さん（写真右）は旧豊田郡安芸津町出身。
41歳。広島市出身の妻みのりさん（写真左）
とは東京都内の大学で出会った。大学卒業
後、神奈川県や千葉県などで安住の地を探
したが、東日本大震災を機に “ふるさと” 広
島県周辺での移住先を探し、口和町にたど
り着いた。子ども３人との５人暮らし。

活 動
内 容

子どもたちに学ぶ機会を提供

松
まつもと

本 晋
し ん た

太さん・みのりさん（口和町）

地
域
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と

　

松
本
晋
太
さ
ん
は
旧
豊
田
郡
安
芸
津
町

（
現
在
の
東
広
島
市
安
芸
津
町
）
出
身
。
東

京
都
内
の
大
学
を
卒
業
後
は
神
奈
川
県
に
住

み
、
妻
み
の
り
さ
ん
と
結
婚
し
ま
し
た
。

　
「
都
会
で
は
、
生
活
の
『
自
給
率
』
が
低

い
の
で
は
な
い
か
。
自
分
の
こ
と
を
自
分
で

ま
か
な
う
、
地
に
足
の
つ
い
た
暮
ら
し
を
田

舎
で
し
た
い
」
と
考
え
て
い
た
晋
太
さ
ん
は
、

安
住
の
地
と
な
る
田
舎
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
海
に
臨
む
町
で
育
っ
た
の
で
、
海
の
近

く
に
住
み
た
い
と
千
葉
県
の
外
房
へ
移
り
ま

地
に
足
の
つ
い
た
暮
ら
し
を

庄原市内の
かがやくひとを
紹介します

みのりさんは地域の芸能保存会で早乙女として活躍

10 月 21 日～ 23 日に行われた「ひろしま里山ウェ
ーブ拡大プロジェクト」の現地実習で、首都圏から
来た実習生と、松本さん家族を含む移住者が交流し
た。（関連記事 22 ページ）
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し
た
が
、
ど
う
や
ら
求
め
て
い
た
も
の
は
山

だ
っ
た
み
た
い
で
す
。
安
芸
津
は
海
に
面
し

て
い
ま
し
た
が
、
山
に
囲
ま
れ
て
い
た
か
ら

落
ち
着
い
た
ん
で
す
ね
」
と
晋
太
さ
ん
は
笑

い
ま
す
。

　

千
葉
県
か
ら
庄
原
市
に
移
り
住
ん
だ
き
っ

か
け
も
、
山
の
あ
る
風
景
で
し
た
。
東
日
本

大
震
災
を
経
験
後
、
２
人
は
ふ
る
さ
と
で
あ

る
広
島
県
周
辺
に
移
住
し
よ
う
と
考
え
、
ど

こ
か
良
い
所
が
な
い
か
と
車
で
走
っ
て
い
た

時
、
な
だ
ら
か
な
山
に
囲
ま
れ
た
庄
原
市
の

景
色
が
気
に
入
り
、
移
住
す
る
こ
と
に
し
た

そ
う
で
す
。

地
域
の
人
柄
に
惹ひ

か
れ
て

　

庄
原
市
内
で
の
再
就
職
先
を
見
つ
け
、
市

内
の
ア
パ
ー
ト
に
腰
を
据
え
て
移
住
先
を
探

し
て
い
た
晋
太
さ
ん
。
そ
ん
な
時
、
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
口
和
町
の

人
々
の
人
柄
に
触
れ
、
口
和
に
住
も
う
と
決

め
ま
し
た
。
町
内
の
空
き
家
に
住
む
こ
と
が

決
ま
っ
て
か
ら
も
、
口
和
自
治
振
興
区
や
地

域
の
方
が
、
家
を
覆
っ
て
い
た
ツ
タ
や
樹
木

を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
で
取
り
払
う
な
ど
、

た
く
さ
ん
協
力
を
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
移
住
の
本
質
は
、
住
む
場
所
や
家
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
一
員
と
な
り
人
々

の
中
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
私
も
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
人
と

地
域
を
つ
な
げ
る
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
―
」

と
語
る
晋
太
さ
ん
。
将
来
、
庄
原
市
が
「
移

住
者
が
移
住
者
を
呼
ぶ
ま
ち
」
に
な
る
た
め

の
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

２　市民のページ

４　特集 平成28年度市政懇談会

８　特集 あなたの家は大丈夫？

12　帰ろうや倶楽部会員募集

13　高齢者世帯雪下ろし支援制度

　　／除雪作業にご理解とご協力を

14　交通事故に注意

　　／安心安全な毎日のために

15　国勢調査の結果／母子保健だより

16　市政トピックス

19　カメラレポート

24　健康広場

25　お知らせ

「空き家」にしない、空き家を「問題化」させないために

　私たちは、子どもたちの進路志望の実現のため「あおぞら塾」を
主催し、着実に学力を伸ばす手助けと、つまずいたところや興味が湧い
たところからの学びなおしの支援を行っています。
　また、ひとり親家庭や生活保護世帯などの子どもたちに無償で勉強を
教えるとともに、地域の方々や市外の同世代との触れ合いなどを通して、
広い視野と大きな心の育成活動にも取り組んでいます。
　塾以外にも、自由研究講座・星空観察教室や工作教室・宿題教室も行
っています。なお、冬休みも無料で公開宿題教室を行う予定です。

【問い合わせ】
　事務局　庄原市西本町三丁目５－12  伊達景明
　☎ＦＡＸ 　0824-72-5177　
　ホームページ　http://shobaraaozora.sakura.ne.jp/aozora.html

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、企画振興課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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